
(57)【要約】

【課題】　半導体素子を基板にフリップチップ実装する

ための方法において、プラズマ照射などによる活性化の

工程を短くし、タクトタイムを短縮する。

【解決手段】　従来の常温接合と同様に、図１（ｃ）で

示すように基板３の電極８の表面にプラズマを照射して

、該表面を活性化させる一方、本発明では、図１（ａ）

で示すように半導体素子２に形成されたスタッドバンプ

６側には、前記プラズマ照射を行わず、代りに、図１（

ｂ）で示すようにレーザ照射によって前記スタッドバン

プ６の結晶粒を大径化させ、その後、図１（ｄ）で示す

ように電極８の表面に押圧して接合することで、スタッ

ドバンプ６の表面の酸化膜や付着物による殻を破り、該

スタッドバンプ６の新生面を露出させ、電極８の新生面

と一体化させる。したがって、常温での接合で接合精度

を向上しつつも、プラズマによる活性化の工程は１回で

よくなり、タクトタイムを短縮できる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 素 子 を 基 板 に フ リ ッ プ チ ッ プ 実 装 し て 成 る 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 に お い て 、
　 前 記 基 板 の 電 極 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 半 導 体 素 子 に バ ン プ を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 バ ン プ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 大 径 化 さ れ た バ ン プ を 前 記 活 性 化 さ れ た 基 板 の 電 極 に 押 圧 し 、 前 記 半 導 体 素 子 を 基
板 に 接 合 す る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 の 電 極 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 は 、 プ ラ ズ マ 照 射 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 バ ン プ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 工 程 は 、 レ ー ザ 照 射 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ ン プ は ス タ ッ ド バ ン プ か ら 成 り 、 前 記 バ ン プ 形 成 工 程 は 、
　 　 ワ イ ヤ を ス パ ー ク し て バ ン プ を 形 成 す る 工 程 と 、
　 　 そ の バ ン プ を 超 音 波 を 併 用 し な が ら 半 導 体 素 子 の 電 極 に 押 付 け る 工 程 と 、
　 　 キ ャ ピ ラ リ を 僅 か に 上 昇 さ せ て 半 導 体 素 子 の 面 方 向 に 変 位 さ せ る こ と で 、 前 記 キ ャ ピ
ラ リ の 底 面 で 、 ス パ ー ク に よ り 形 成 さ れ た 結 晶 粒 の 大 径 化 部 を 露 出 さ せ た 後 、 ワ イ ヤ の 先
端 部 を 切 除 す る 工 程 と を 備 え て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 半 導 体 装 置
の 実 装 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 板 の 電 極 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 の 前 に 、 基 板 を 熱 処 理 す る こ と で 前 記 電 極 を 軟
化 さ せ る 工 程 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導
体 装 置 の 実 装 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 バ ン プ は 金 か ら 成 り 、 前 記 電 極 表 面 も 金 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 に 関 し 、 特 に チ ッ プ を 基 板 に フ リ ッ プ チ ッ プ 実 装 す る
た め に 好 適 に 用 い ら れ る 実 装 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 の よ う に チ ッ プ を 基 板 に フ リ ッ プ チ ッ プ 実 装 す る 典 型 的 な 従 来 技 術 は 、 特 許 文 献 １
に 示 さ れ て い る 。 そ の 従 来 技 術 に よ れ ば 、 図 ３ （ ａ ） お よ び 図 ３ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 被
接 合 物 の そ れ ぞ れ の 表 面 に プ ラ ズ マ を 照 射 し て 活 性 化 （ 洗 浄 ） し た 後 、 図 ３ （ ｃ ） で 示 す
よ う に 、 そ れ ら の 表 面 を 対 向 さ せ て 加 圧 す る こ と で 、 常 温 で 接 合 を 行 い 、 接 合 精 度 の 向 上
を 図 っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ １ ８ ９ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の 従 来 技 術 で は 、 そ れ ぞ れ の 被 接 合 物 、 た と え ば シ リ コ ン チ ッ プ お よ び 基 板 の 両 方
に プ ラ ズ マ 照 射 を 行 い 、 前 記 シ リ コ ン チ ッ プ に 形 成 し た 金 バ ン プ お よ び 前 記 基 板 に 形 成 し
た 電 極 の 金 メ ッ キ 部 分 の 活 性 化 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 ２ 回 の プ ラ ズ マ 照 射 工 程 が 必 要 に な り 、 タ ク ト タ イ ム が 長 く な る と い う 問
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題 が あ る 。 ま た 、 プ ラ ズ マ 照 射 か ら 接 合 ま で の 時 間 が 長 く な る と 、 活 性 度 が 低 下 し 、 接 合
性 が 劣 化 す る 。 こ の た め 、 被 接 合 物 の プ ラ ズ マ 照 射 工 程 を 一 致 さ せ る 必 要 が あ り 、 工 程 の
管 理 が 煩 雑 で あ る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 活 性 化 工 程 を 短 く し 、 タ ク ト タ イ ム を 短 縮 す る こ と が で き る 半 導 体 装
置 の 実 装 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 は 、 半 導 体 素 子 を 基 板 に フ リ ッ プ チ ッ プ 実 装 し て 成 る 半
導 体 装 置 の 実 装 方 法 に お い て 、 前 記 基 板 の 電 極 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 と 、 前 記 半 導 体
素 子 に バ ン プ を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 バ ン プ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 工 程 と 、 前 記 大 径 化
さ れ た バ ン プ を 前 記 活 性 化 さ れ た 基 板 の 電 極 に 押 圧 し 、 前 記 半 導 体 素 子 を 基 板 に 接 合 す る
工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 半 導 体 素 子 を 基 板 に フ リ ッ プ チ ッ プ 実 装 す る た め の 方 法 に お い て
、 従 来 の 常 温 接 合 と 同 様 に 、 電 極 の 表 面 に プ ラ ズ マ を 照 射 す る な ど し て 、 活 性 化 さ せ る 工
程 を 行 う 一 方 、 本 発 明 で は 、 半 導 体 素 子 に 形 成 さ れ た バ ン プ 側 に は 前 記 プ ラ ズ マ 照 射 を 行
わ ず 、 代 り に 、 レ ー ザ 照 射 な ど で 前 記 バ ン プ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 。 な お 、 こ れ ら 基 板
の 電 極 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 と 、 半 導 体 素 子 に バ ン プ を 形 成 し 、 そ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ
せ る 工 程 と は 、 い ず れ か を 先 に し て 順 次 に 行 わ れ て も よ く 、 ま た は 平 行 し て 行 わ れ て も よ
い 。 そ の 後 、 前 記 バ ン プ を 前 記 電 極 の 表 面 に 押 圧 し て 接 合 す る こ と で 、 バ ン プ 表 面 の 酸 化
膜 や 付 着 物 に よ る 殻 を 破 り 、 該 バ ン プ の 新 生 面 を 露 出 さ せ 、 電 極 の 新 生 面 と 一 体 化 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 前 記 プ ラ ズ マ 照 射 な ど に よ る 活 性 化 の 工 程 は １ 回 で よ く 、 常 温 で の 接 合 で
接 合 精 度 を 向 上 し つ つ も 、 活 性 化 工 程 を 短 く し 、 タ ク ト タ イ ム を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 で は 、 前 記 バ ン プ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 工 程 は
、 レ ー ザ 照 射 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 レ ー ザ は ス ポ ッ ト で バ ン プ の み に 照 射 す る こ と が 可 能 で あ る こ と
か ら 、 半 導 体 素 子 に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と な く 、 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 で は 、 前 記 バ ン プ は ス タ ッ ド バ ン プ か ら 成
り 、 前 記 バ ン プ 形 成 工 程 は 、 ワ イ ヤ を ス パ ー ク し て バ ン プ を 形 成 す る 工 程 と 、 そ の バ ン プ
を 超 音 波 を 併 用 し な が ら 半 導 体 素 子 の 電 極 に 押 付 け る 工 程 と 、 キ ャ ピ ラ リ を 僅 か に 上 昇 さ
せ て 半 導 体 素 子 の 面 方 向 に 変 位 さ せ る こ と で 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ の 底 面 で 、 ス パ ー ク に よ り
形 成 さ れ た 結 晶 粒 の 大 径 化 部 を 露 出 さ せ た 後 、 ワ イ ヤ の 先 端 部 を 切 除 す る 工 程 と を 備 え て
成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 追 加 の 加 熱 プ ロ セ ス を 加 え る こ と な く 、 バ ン プ の 結 晶 粒 の 大 径 化
部 を 表 面 に 露 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 は 、 前 記 基 板 の 電 極 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 の 前
に 、 基 板 を 熱 処 理 す る こ と で 前 記 電 極 を 軟 化 さ せ る 工 程 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 基 板 側 も 軟 化 さ せ る こ と で 、 バ ン プ 側 に 加 え て 基 板 側 で も 接 合 時
の 変 形 が 容 易 と な り 、 新 生 面 が 出 易 く な っ て 、 さ ら に 接 合 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 で は 、 前 記 バ ン プ は 金 か ら 成 り 、 前 記 電 極
表 面 も 金 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 金 は 酸 化 し な い の で 、 前 記 半 導 体 素 子 を 基 板 に 接 合 す る 工 程 を 大
気 中 で 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 は 、 以 上 の よ う に 、 半 導 体 素 子 を 基 板 に フ リ ッ プ チ ッ プ
実 装 す る た め の 方 法 に お い て 、 従 来 の 常 温 接 合 と 同 様 に 、 電 極 の 表 面 に プ ラ ズ マ を 照 射 す
る な ど し て 、 該 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 を 行 う 一 方 、 本 発 明 で は 、 半 導 体 素 子 に 形 成 さ れ
た バ ン プ 側 に は 前 記 プ ラ ズ マ 照 射 を 行 わ ず 、 代 り に 、 レ ー ザ 照 射 な ど で 前 記 バ ン プ の 結 晶
粒 を 大 径 化 さ せ 、 そ の 後 、 前 記 バ ン プ を 前 記 電 極 の 表 面 に 押 圧 し て 接 合 す る こ と で 、 バ ン
プ 表 面 の 酸 化 膜 や 付 着 物 に よ る 殻 を 破 り 、 該 バ ン プ の 新 生 面 を 露 出 さ せ 、 電 極 の 新 生 面 と
一 体 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ れ ゆ え 、 前 記 プ ラ ズ マ 照 射 な ど に よ る 活 性 化 の 工 程 は １ 回 で よ く 、 常 温 で の 接 合 で 接
合 精 度 を 向 上 し つ つ も 、 活 性 化 工 程 を 短 く し 、 タ ク ト タ イ ム を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ［ 実 施 の 形 態 １ ］
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 １ の 実 装 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図
で あ る 。 本 発 明 の 半 導 体 装 置 １ は 、 図 １ （ ｄ ） で 示 す よ う に 、 集 積 回 路 チ ッ プ や Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ
（ Micro Electro Mechanical Systems） チ ッ プ な ど の 半 導 体 素 子 ２ を 基 板 ３ に フ リ ッ プ チ
ッ プ 実 装 し て 成 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｓ ｉ で 形 成 さ れ る 厚 み ０ ． １ ～ ０ ． ７ ｍ ｍ の 前 記 半 導 体 素 子 ２ に は 、 図 １ （ ａ ） で 示 す
よ う に 、 電 極 ４ 上 に 、 φ １ ５ ～ ３ ５ μ ｍ の Ａ ｕ ワ イ ヤ ５ を ス パ ー ク し て 形 成 し た φ ３ ０ ～
８ ０ μ ｍ の Ａ ｕ ボ ー ル が 、 超 音 波 を 併 用 し な が ら 荷 重 を 加 え て 押 し 潰 さ れ 、 そ の 後 プ ル カ
ッ ト さ れ る こ と で 、 φ ４ ０ ～ １ ０ ０ μ ｍ 、 高 さ ４ ０ ～ １ ５ ０ μ ｍ の Ａ ｕ ス タ ッ ド バ ン プ ６
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 １ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 前 記 ス タ ッ ド バ ン プ ６ に 、 参 照 符 号 ７ で 示 す 第 ３ 高 調
波 の Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ を φ ５ ０ μ ｍ に 絞 り 、 照 射 さ れ る 。 こ う し て ス タ ッ ド バ ン プ ６ に 局 所 的
に 熱 を 与 え て 突 起 部 分 ６ ａ を 溶 融 さ せ る こ と に よ っ て 、 該 突 起 部 分 ６ ａ は 溶 融 し て 低 く な
る が 、 溶 融 し た 部 分 は 結 晶 粒 が 大 き く な り 、 硬 度 も 軟 化 す る 。 こ の よ う に し て 、 結 晶 粒 の
大 径 化 し た 部 分 が 最 表 面 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 接 合 さ れ る 基 板 ３ に は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 、 有 機 基 板 （ Ｆ Ｒ － ４ ） 等 が 使 用 さ れ る
。 基 板 ３ 上 に は 、 通 常 Ｃ ｕ 配 線 ８ ａ が 施 さ れ て い る が 、 こ こ で は 前 記 Ａ ｕ か ら 成 る ス タ ッ
ド バ ン プ ６ と Ａ ｕ － Ａ ｕ 接 合 を 行 う た め 、 前 記 Ｃ ｕ 配 線 ８ ａ 上 に 、 Ｎ ｉ ： ３ ～ ５ μ ｍ 、 Ａ
ｕ ： ０ ． １ μ ｍ 以 上 の め っ き 層 ８ ｂ が 積 層 さ れ て 電 極 ８ が 形 成 さ れ る 。 続 い て 、 こ の 基 板
３ に は 、 参 照 符 号 ９ で 示 す よ う に 、 Ａ ｒ プ ラ ズ マ の 照 射 が 行 わ れ 、 電 極 ８ の 表 面 が 活 性 化
さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 該 電 極 ８ の 表 面 は 浄 化 さ れ 、 さ ら に 新 生 面 が 露 出 さ れ る 。 活 性 化
は 、 基 板 ３ を チ ャ ン バ ー 内 に 設 置 し 、 た と え ば １ ０ ～ ５ Ｔ ｏ ｒ ｒ 以 下 に 真 空 引 き し た 後 に
、 Ａ ｒ を １ ～ １ ０ Ｐ ａ に な る ま で 封 入 し 、 高 周 波 電 源 か ら 、 た と え ば ４ イ ン チ 角 で ２ ５ ～
１ ５ ０ Ｗ 、 ３ ０ ～ １ ８ ０ 秒 程 度 、 Ａ ｒ プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ て 電 極 ８ の 表 層 の Ａ ｕ を 数 ｎ ｍ
エ ッ チ ン グ す る こ と で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 こ れ ら 基 板 ３ の 電 極 ８ の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 工 程 と 、 半 導 体 素 子 ２ に ス タ ッ ド バ
ン プ ６ を 形 成 し 、 そ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 工 程 と は 、 い ず れ か を 先 に し て 順 次 に 行 わ れ

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-332151 A 2006.12.7



て も よ く 、 ま た は 平 行 し て 行 わ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 後 、 活 性 化 さ せ た 基 板 ３ を チ ャ ン バ ー か ら 取 出 し て フ リ ッ プ チ ッ プ ボ ン ダ ー の テ ー
ブ ル に セ ッ ト し 、 前 工 程 で 結 晶 粒 を 大 径 化 し た 部 分 を ス タ ッ ド バ ン プ ６ の 最 表 面 に 有 す る
半 導 体 素 子 ２ を 、 図 １ （ ｄ ） で 示 す よ う に 、 反 転 し 、 ア ラ イ メ ン ト し て 常 温 で 加 圧 接 合 を
行 う 。 そ の と き 、 バ ン プ 当 り 、 ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｇ の 荷 重 を 与 え る こ と で 、 ス タ ッ ド バ ン プ ６
側 が 潰 れ て 現 れ た Ａ ｕ の 新 生 面 と 、 活 性 化 さ れ た 基 板 ３ の 電 極 ８ の 表 層 の Ａ ｕ と が 接 合 さ
れ る 。 な お 、 Ａ ｕ は 酸 化 し な い の で 、 活 性 化 後 は 上 述 の よ う に チ ャ ン バ ー か ら 取 出 し 、 大
気 中 に 置 い て も 、 １ ０ 分 程 度 で あ れ ば 活 性 化 状 態 が 残 っ て お り 、 Ａ ｕ ス タ ッ ド バ ン プ ６ と
基 板 Ａ ｕ 電 極 ８ と の 接 合 が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 チ ャ ン バ ー か ら 取 出 さ ず に 、 チ ャ
ン バ ー 内 で 加 圧 接 合 し て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に し て 実 装 す る こ と で 、 前 記 プ ラ ズ マ 照 射 な ど に よ る 活 性 化 の 工 程 は １ 回 で よ
く 、 活 性 化 工 程 を 短 く し 、 接 合 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 半 導 体 素 子 ２
お よ び そ れ を 実 装 し て 成 る 半 導 体 モ ジ ュ ー ル な ど の 半 導 体 装 置 １ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 ス タ ッ ド バ ン プ ６ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 工 程 を 、 レ ー ザ 照 射 で 行 う こ
と で 、 レ ー ザ は ス ポ ッ ト で ス タ ッ ド バ ン プ ６ の み に 照 射 す る こ と が 可 能 で あ る こ と か ら 、
半 導 体 素 子 ２ に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と な く 、 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ［ 実 施 の 形 態 ２ ］
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 他 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 １ １ の 実 装 方 法 を 説 明 す る た め の 断
面 図 で あ る 。 こ の 半 導 体 装 置 １ １ は 、 前 述 の 図 １ で 示 す 半 導 体 装 置 １ に 類 似 し 、 対 応 す る
部 分 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 示 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 先 ず 、 半 導 体 素 子 ２ に は 、 Ａ ｕ ワ イ ヤ ５ を ス パ ー ク し て 形 成 し た Ａ ｕ ボ ー ル が 、 超 音 波
を 併 用 し な が ら キ ャ ピ ラ リ １ ０ の 底 面 で 荷 重 を 加 え て 押 し 潰 さ れ る こ と で 、 Ａ ｕ ス タ ッ ド
バ ン プ ６ が 形 成 さ れ る 。 さ ら に 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 キ ャ ピ ラ リ
１ ０ を １ ０ μ ｍ 程 度 上 昇 さ せ て 半 導 体 素 子 ２ の 面 方 向 に 変 位 さ せ る こ と で 、 前 記 キ ャ ピ ラ
リ １ ０ の 底 面 で 、 ス パ ー ク に よ り 形 成 さ れ た 結 晶 粒 の 大 径 化 部 を 露 出 さ せ た 後 、 ワ イ ヤ ５
の 先 端 部 を 切 除 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 接 合 さ れ る 基 板 ３ に は 、 図 ２ （ ｃ ） に お い て 、 前 記 図 １ （ ｃ ） と 同 様 の Ａ ｒ プ ラ
ズ マ 照 射 が 行 わ れ る 前 に 、 図 ２ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 熱 処 理 が 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 前
記 基 板 ３ は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 や 有 機 基 板 等 か ら 成 り 、 前 記 Ｃ ｕ 配 線 ８ ａ 上 に め っ き 層 ８ ｂ
が 積 層 さ れ た 電 極 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 基 板 ３ を 、 Ｎ ２ 雰 囲 気 に 充 填 し た 高 温 炉 １ ２
内 に ３ ０ ０ ℃ で １ 時 間 程 度 投 入 し 、 Ａ ｕ を 軟 化 さ せ る 。 こ の 軟 化 に よ っ て 、 ス タ ッ ド バ ン
プ ６ 側 に 加 え て 、 基 板 ３ 側 で も 接 合 時 の 変 形 が 容 易 と な り 、 接 合 性 が 良 く な る 。 そ の 後 、
図 ２ （ ｃ ） で 示 す Ａ ｒ プ ラ ズ マ 照 射 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 図 ２ （ ｂ ） お よ び 図 ２ （ ｃ ） で 示 す 基 板 ３ の 電 極 ８ の
表 面 に 新 生 面 を 露 出 さ せ る 工 程 と 、 図 ２ （ ａ ） で 示 す 半 導 体 素 子 ２ に ス タ ッ ド バ ン プ ６ を
形 成 し 、 そ の 結 晶 粒 を 大 径 化 さ せ る 工 程 と は 、 い ず れ か を 先 に し て 順 次 に 行 わ れ て も よ く
、 ま た は 平 行 し て 行 わ れ て も よ い 。 そ の 後 、 前 記 図 １ （ ｄ ） と 同 様 に 、 図 ２ （ ｄ ） で 示 す
よ う に 、 活 性 化 さ せ た 基 板 ３ を チ ャ ン バ ー か ら 取 出 し て 半 導 体 素 子 ２ と の 加 圧 接 合 が 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に し て 実 装 す る こ と で も ま た 、 前 記 プ ラ ズ マ 照 射 な ど に よ る 活 性 化 の 工 程 は １
回 で よ く 、 活 性 化 工 程 を 短 く し 、 接 合 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 半 導 体
素 子 ２ お よ び そ れ を 実 装 し て 成 る 半 導 体 モ ジ ュ ー ル な ど の 半 導 体 装 置 １ の 信 頼 性 を 向 上 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 ス タ ッ ド バ ン プ ６ を 形 成 し た 後 、 キ ャ ピ ラ リ １ ０ を 僅 か に 上 昇 さ
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せ て 半 導 体 素 子 ２ の 面 方 向 に 変 位 さ せ る こ と で 、 追 加 の 加 熱 プ ロ セ ス を 加 え る こ と な く 、
ス タ ッ ド バ ン プ ６ の 結 晶 粒 の 大 径 化 部 を 露 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に ま た 、 基 板 ３ へ の プ ラ ズ マ 照 射 の 前 に 、 該 基 板 ３ を 熱 処 理 し て 軟 化 さ せ て お く こ
と で 、 ス タ ッ ド バ ン プ ６ 側 に 加 え て 基 板 ３ 側 で も 接 合 時 の 変 形 が 容 易 と な り 、 新 生 面 が 出
易 く な っ て 、 さ ら に 接 合 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 示 し た 各 条 件 は 、 一 実 施 形 態 に お け る 条 件
で あ っ て 、 電 極 ４ ， ８ お よ び ス タ ッ ド バ ン プ ６ の 大 き さ や 材 料 な ら び に そ れ ら の 間 に 求 め
ら れ る 接 合 強 度 に な ど に 応 じ て 適 宜 変 更 さ れ 、 設 定 さ れ る も の で あ る 。 こ の よ う な 各 条 件
の 設 定 は 、 当 業 者 で あ れ ば 適 宜 成 し 得 る 事 項 で あ る 。 し た が っ て 、 当 業 者 が 実 施 す る 変 更
は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 請 求 項 の 権 利 範 囲 を 逸 脱 す る も の で な い 限 り 、 当 該 請 求
項 の 権 利 範 囲 に 包 括 さ れ る と 解 釈 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 他 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 技 術 に よ る 半 導 体 装 置 の 実 装 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ ， １ １ 　 　 半 導 体 装 置
　 ２ 　 　 半 導 体 素 子
　 ３ 　 　 基 板
４ ， ８ 　 　 電 極
　 ５ 　 　 ワ イ ヤ
　 ６ 　 　 ス タ ッ ド バ ン プ
　 ７ 　 　 レ ー ザ 照 射
　 ９ 　 　 Ａ ｒ プ ラ ズ マ 照 射
１ ２ 　 　 高 温 炉
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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